
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

平
成
29
年
度
予
算―― 

特
集

８	

ま
ち
の
話
題

10	

い
に
し
え
の
風	

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

11	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の		

地
球
と
な
か
よ
し

12	

図
書
館
だ
よ
り

13	

協
働
の
ま
ち
づ
く
り	

住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

14	

ま
ち
の
情
報

17	

斑
鳩
町
空
家
活
用
促
進
改
修
支
援
事
業
・

	

斑
鳩
町
ま
ち
な
か
観
光
景
観
形
成
事
業
の
ご
案
内

18	

斑
鳩
町
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

	

耐
震
改
修
支
援
事
業
の
ご
案
内

20	

公
民
館
等
に
お
け
る
住
民
票
の
写
し
等

	

の
交
付
サ
ー
ビ
ス
廃
止
に
つ
い
て

21	

定
期
監
査
の
結
果

22	

ほ
け
ん
だ
よ
り

24	

町
制
70
周
年

	

写
真
で
た
ど
ろ
う
斑
鳩
の
記
憶

2 0 1 7

5
No. 620

いかるが

～ あわ保育園入園式 ～

みんなの想いが詰まった
町立保育園の園歌ができました！
園児みんなで歌ったよ♪
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昭
和
22
年
２
月
11
日
に
、
龍
田
町
、
法

隆
寺
村
、
富
郷
村
が
合
併
し
、
斑
鳩
町
が

誕
生
し
て
、
今
年
で
70
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
日
本
が
、
戦
後

の
復
興
期
か
ら
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長
を

経
て
、
豊
か
な
国
へ
と
発
展
を
遂
げ
て

い
っ
た
と
同
時
に
、
本
町
の
姿
も
様
変
わ

り
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
先
人
た
ち
が
、
協
力
し

あ
い
な
が
ら
、
歴
史
を
大
切
に
し
、
文
化

を
守
り
抜
こ
う
と
し
て
こ
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
、
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
で
あ
る
法

隆
寺
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
・
文
化
的

遺
産
は
、
昔
の
姿
を
今
に
残
し
、
こ
れ
ら

と
一
体
と
な
っ
た
周
辺
の
自
然
や
町
並
み

は
、
斑
鳩
の
里
と
し
て
、
良
好
な
景
観
を

形
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
で
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然

と
歴
史
が
織
り
成
す
斑
鳩
の
里
の
さ
ら
な

る
飛
躍
を
は
か
り
、
将
来
の
世
代
へ
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
今
後
も
財
源
の
確
保

に
努
め
つ
つ
、財
政
規
律
を
守
り
な
が
ら
、

「
総
合
計
画
」
お
よ
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
施
策

お
よ
び
事
業
を
着
実
に
す
す
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
町
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

に
お
け
る
母
子
保
健
手
帳
の
交
付
数
を
見

る
限
り
で
は
、
出
生
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
、
転
入
者
が
転
出
者
を
上
回
る

な
ど
、
多
く
の
市
町
村
に
お
い
て
人
口
減

少
が
続
く
な
か
、
現
状
の
人
口
を
維
持
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
予
測
さ
れ
る
本
格
的
な
人
口
減

少
時
代
に
お
い
て
も
、
未
来
を
感
じ
取
れ

る
町
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
本
町
が

持
つ
魅
力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
若
い

世
代
の
定
住
促
進
や
観
光
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
訪
れ
る
人
を
お
も
て
な
し
の
心

で
温
か
く
迎
え
る
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町税
29億1,517万円
町税
29億1,517万円

町民税
　　14.6億円
固定資産税
　　11.5億円
都市計画税
　　1.3億円

町民税
　　14.6億円
固定資産税
　　11.5億円
都市計画税
　　1.3億円

国・県支出金
16億6,493万円 地方交付税

24億9,000万円

町債
5億9,090万円

使用料および手数料
1億8,341万円

地方消費税
交付金
3億5,630万円

分担金および負担金
1億3,647万円

その他
6億6,282万円

歳入
90億円従来分

　　1.9億円
社会保障財源分
　　1.6億円

従来分
　　1.9億円
社会保障財源分
　　1.6億円

民生費
32億3,954万円

教育費
11億2,035万円

歳出
衛生費
8億9,885万円

公債費
8億6,475万円

土木費
9億1,553万円

総務費　10億7,272万円

消防費
3億7,674万円

商工費
2億1,249万円

農林水産業費
1億4,402万円

議会費　1億500万円

予備費
5,000万円

災害復旧費　1万円

90億円

民生費
32億3,954万円

教育費
11億2,035万円

小城利重町長

平成29年度　予算

平成29年度予算が
きまりました

一般会計予算
90億（前年度比　4.0％増）

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

～ 

町
制
70
周
年
　
節
目
の
年 

～

問合せ先　財政課（☎内線253）
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■ 平成29年度会計別予算

会　　計　　名 平成29年度
予　算　額

平成28年度
予　算　額

比　　　　較
増　減　額 増減率

一　　般　　会　　計 90億円 86億5,000万円 3億5,000万円 4.0%
特　　別　　会　　計 79億2,140万円 77億7,800万円 1億4,340万円 1.8%

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険事業 36億8,770万円 36億6,010万円 2,760万円 0.8%
公共下水道事業 13億7,570万円 13億7,190万円 380万円 0.3%
介 護 保 険 事 業
（保険事業勘定） 24億3,570万円 23億5,330万円 8,240万円 3.5%

介 護 保 険 事 業
（介護サービス事業勘定） 1,180万円 1,130万円 50万円 4.4%

後期高齢者医療 4億1,050万円 3億8,140万円 2,910万円 7.6%
一般・特別会計合計 169億2,140万円 164億2,800万円 4億9,340万円 3.0%
水 道 事 業 会 計 10億9,219万円 10億7,276万円 1,943万円 1.8%

総　　合　　計 180億1,359万円 175億0,076万円 5億1,283万円 2.9%

●１か月の総支出額…３１万８千円

●１か月の総収入額…３１万８千円

斑 鳩 家 の 収 入 収 入 額 構成比
〈参考〉
平成27年度
決算

給料 103,000円 32.4％ 102,000円 町税

雑収入（内職・パー
ト収入や不動産収
入、貯金の取崩し）

20,000円 6.3％ 15,000円
使用料および手数料
繰入金
その他の収入

前月からの繰越金 9,000円 2.8％ 17,000円 繰越金

親せきからの援助 165,000円 51.9％ 166,000円

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金
その他の交付金

新たな借入金 21,000円 6.6％ 20,000円 町債
合　　　計 318,000円 100.0％ 320,000円

斑 鳩 家 の 支 出 支 出 額 構成比
〈参考〉
平成27年度
決算

生 活 費
食費 52,000円 16.4％ 55,000円 人件費
医療費、教育費など 52,000円 16.4％ 50,000円 扶助費
ローンの返済 30,000円 9.4％ 31,000円 公債費

その他の
生 活 費

光熱水費、消耗品費など 69,000円 21.7％ 64,000円 物件費
家の修繕費 5,000円 1.6％ 4,000円 維持補修費
自治会費、
スポーツクラブ会費など 35,000円 11.0％ 35,000円 補助費等

貯金 1,000円 0.3％ 1,000円 積立金
子どもへの仕送り 43,000円 13.5％ 42,000円 繰出金

家　　の
増改築費 家の増築費用 29,000円 9.1％ 21,000円 普通建設

事業費など
そ の 他 来月への繰越金 2,000円 0.6％ 17,000円 歳計剰余金

合　　　　　計 318,000円 100.0％ 320,000円

平成29年度予算を１か月の家計に例えてみると…
　町の財政が家の家計だったらどうなるのでしょうか。
下記の表では、斑鳩町の一般会計予算額を、人口28,298人（平
成29年１月１日現在）で割った数字を、斑鳩家の１か月の家計
簿に例えています。

■ 財政用語辞典
歳入 ■
町 税　町民税、固定資産税、
都市計画税など。なお、都
市計画税は、目的税として
都市計画事業に要する経費
にあてられます。

地 方交付税　所得税など国が
徴収する税金の中から、町
の財政状況に応じて交付さ
れるお金

地 方消費税交付金　地方消費
税（消費税８％のうち1.7％）。
なお、社会保障財源分は、
消費税率引上げ分として、
社会保障施策に要する経費
にあてられます。

町 債　大きな事業を行うため
に、国、金融機関などから
借り入れるお金

歳出 ■
（目的）
民 生費　高齢者・障がい者・
児童福祉サービスなどに使
うお金

衛 生費　健康診断やごみ処理
などに使うお金

商 工費　商工業の振興、観光
事業などに使うお金

土 木費　道路整備や浸水対策
などに使うお金

教 育費　幼稚園・小中学校の
運営や、公民館など、教育
の振興のために使うお金

公 債費　町債（借入金）を返
済するために支払うお金

（性質）
扶 助費　児童手当、子ども・
老人・重度障がい者の医療
費助成金など

補 助費等　各種事業や団体へ
の補助金や負担金など

繰 出金　国民健康保険などの
特別会計へ繰り出して使う
お金など

普 通建設事業費　道路の整備
などに使うお金

平成29年度　予算
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平成29年度　予算

○�

地
域
の
人
や
斑
鳩
の
里
を
訪
れ
る
人
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
現
在
整
備
中
の
史

跡
中
宮
寺
跡
に
つ
い
て
、
本
年
度
で
の

整
備
完
了
に
向
け
、
引
き
続
き
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

�

（
２
億
３
，
０
０
３
万
円
）

○�

幼
稚
園
で
提
供
し
て
い
る
弁
当
給
食
を

温
か
い
給
食
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、

週
２
回
か
ら
週
４
回
に
拡
充
し
て
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
自
己
負
担

の
軽
減
を
は
か
る
た
め
、
給
食
費
の
助

成
を
行
い
ま
す
。�

（
２
７
７
万
円
）

○�

小
・
中
学
校
で
提
供
し
て
い
る
学
校
給

食
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
さ
ら
な
る
自

己
負
担
の
軽
減
と
子
育
て
支
援
の
充
実

を
は
か
る
た
め
、
給
食
費
の
助
成
を
拡

充
し
ま
す
。�

（
１
，
３
３
０
万
円
）

○�

家
庭
に
お
け
る
洋
式
ト
イ
レ
の
普
及
に

伴
い
、
小
学
校
の
和
式
ト
イ
レ
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
、
洋
式
化
を
す
す
め
ま

す
。�

（
４
５
０
万
円
）

○�

児
童
の
安
全
確
保
を
よ
り
一
層
は
か
る

た
め
、
斑
鳩
小
学
校
の
渡
り
廊
下
な
ど

付
帯
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し

ま
す
。�

（
４
，
０
８
４
万
円
）

○�
夏
季
に
お
け
る
学
校
環
境
の
改
善
を
は

か
る
た
め
、
各
中
学
校
の
音
楽
室
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

�
（
４
５
０
万
円
）

○�

町
制
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
法
隆

寺
食じ
き

封ふ

ゆ
か
り
の
４
市
を
招
き
、
各
都

市
の
歴
史
・
文
化
の
理
解
を
深
め
て
い

く
た
め
の
今
後
の
交
流
の
あ
り
方
な
ど

を
話
し
あ
う
（
仮
称
）
法
隆
寺
食
封
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

�

（
１
１
１
万
円
）

○�

町
制
70
周
年
記
念
事
業
お
よ
び
国
民
文

化
祭
参
加
事
業
と
し
て
、
金
剛
流
宗
家

に
よ
る
能
楽
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

�

（
４
０
１
万
円
）

○�

駒
塚
古
墳
の
国
史
跡
指
定
を
め
ざ
し
、

詳
細
な
造
営
年
代
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
、
古
墳
の
埋
葬
施
設
の
確
認
調
査
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。�

（
４
１
０
万
円
）

○�

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
図
書
館
利

用
が
困
難
な
人
な
ど
を
対
象
に
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
っ
て
電
子
書
籍

を
利
用
で
き
る
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
す
。�

（
２
３
８
万
円
）

　「人にやさしいまちづくり」をめざす
斑鳩町の平成２９年度の主要な事業を、
第４次斑鳩町総合計画の基本施策の柱
に沿って、紹介します。

平成29年度の主要事業

１

史跡中宮寺跡整備完成予想図。（基本設計
策定時）史跡公園として開放し、歴史を身
近に感じられる環境づくりをすすめます。

ランチルームで、楽しそうに
給食を食べる子どもたち

能楽金剛流発祥の地「斑鳩の里」
を内外に広く発信します。

文
化
の
香
り
高
く

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

― 

人
づ
く
り
と
文
化
の
振
興 

―
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平成24年度　予算

○�

町
内
に
お
け
る
保
育
環
境
の
充
実
を
は

か
る
と
と
も
に
、
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
斑
鳩
黎
明
保
育
園
の
増
築

整
備
を
支
援
し
ま
す
。

	

（
１
億
６
２
２
万
円
）

○�

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
児
童
の
預
か
り

体
制
の
拡
充
を
は
か
る
た
め
、
午
後
７

時
30
分
ま
で
の
預
か
り
を
可
能
と
す
る

延
長
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

�

（
３
２
８
万
円
）

○�

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
助
成
し
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

�

（
１
億
２
０
０
万
円
）

○�

母
子
保
健
施
策
と
子
育
て
支
援
施
策
を

総
合
的
に
提
供
す
る
た
め
、
妊
産
婦
と

乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
・
増
進
に
関
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
と
し
て
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し

ま
す
。

�

（
１
５
１
万
円
）

○�

産
後
う
つ
や
、
新
生
児
へ
の
虐
待
予
防

の
た
め
、
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産

婦
に
対
し
て
、
健
康
診
査
受
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。�（
１
３
８
万
円
）

○�

病
気
ま
た
は
病
気
の
回
復
期
に
あ
る
児

童
を
、
医
療
機
関
な
ど
専
用
施
設
で
一

時
的
に
預
か
る
病
児
保
育
事
業
の
利
用

者
に
対
し
て
、
利
用
料
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。�

（
４
万
円
）

○�

住
民
の
健
康
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
普
及

促
進
を
は
か
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
、

景
品
な
ど
と
交
換
で
き
る
「
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
」
を
導
入
し
ま
す
。

�

（
５
３
万
円
）

○�

介
護
職
員
の
技
能
の
向
上
と
介
護
施
設

な
ど
へ
の
就
労
支
援
の
た
め
、
介
護
職

員
初
任
者
研
修
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。�

（
５
０
万
円
）

○�
選
挙
な
ど
に
お
け
る
投
票
所
へ
の
移
動

支
援
と
し
て
、
移
動
が
困
難
な
身
体
障

が
い
者
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ
た
場

合
、
ま
た
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た

高
齢
者
が
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
た
場
合
に
、
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。�
（
４
６
万
円
）

○�

自
助
、
公
助
、
共
助
を
理
念
に
町
と
住

民
が
一
体
と
な
り
、
地
域
福
祉
に
向
き

あ
う
こ
と
の
で
き
る
指
針
と
し
て
、
地

域
福
祉
計
画
を
２
か
年
計
画
で
策
定
し

ま
す
。�

（
１
４
６
万
円
）

○�

今
後
の
高
齢
化
率
や
要
介
護
認
定
者
数

を
推
計
す
る
と
と
も
に
、
計
画
期
間
内

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
見
込
み

を
立
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整

備
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
介

護
保
険
事
業
計
画
と
高
齢
者
福
祉
計
画

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

�

（
１
９
５
万
円
）

２

親と子がすこやかに暮らすことの
できるまちをめざします。

斑鳩文化財センターで、歴史について学ぶ
「斑鳩っ子」たち

「健康マイレージ」は栄養・運動・コミュニケーション
など、さまざまな分野を対象にすすめます。

健康寿命の延伸に向けたさまざま施策を実施
し、健康寿命奈良県１位をめざします。

平成29年度　予算

す
こ
や
か
に
生
き
生
き

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

― 
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実 

―
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○�

平
成
29
年
度
に
全
国
４
例
目
と
な
る

「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」
を
行
う

こ
と
か
ら
、
町
制
70
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、そ
の
お
披
露
目
を
含
め
た
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
啓
発
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。�

（
１
４
３
万
円
）

○�

橋
り
ょ
う
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

定
期
点
検
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
平

成
29
年
度
で
は
、
セ
ナ
ガ
橋
補
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。	（
２
，
０
８
０
万
円
）

○�
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
状
況
を

教
訓
と
し
、防
災
重
点
た
め
池
と
し
て
、

桜
池
、
天
満
池
の
耐
震
性
再
調
査
を
実

施
す
る
ほ
か
、
慶
花
池
、
毛
無
池
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

�
（
２
，
７
３
５
万
円
）

○�

災
害
時
に
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
業
務

を
特
定
す
る
と
と
も
に
、
業
務
の
執
行

体
制
や
対
応
手
順
、
業
務
継
続
に
必
要

な
資
源
の
確
保
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
定

め
る
業
務
継
続
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

�

（
２
８
０
万
円
）

○�

災
害
発
生
時
に
お
け
る
住
民
の
避
難
情

報
な
ど
の
円
滑
な
伝
達
を
は
か
る
た

め
、
引
き
続
き
防
災
情
報
メ
ー
ル
や
緊

急
速
報
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。ま
た
、

視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど

を
対
象
と
し
て
、
音
声
電
話
や
ｆ
ａ
ｘ

に
よ
る
新
た
な
災
害
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。�

（
２
４
５
万
円
）

○�

災
害
に
備
え
、
的
確
で
迅
速
な
避
難
体

制
が
確
立
で
き
る
よ
う
、
大
和
川
の
浸

水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な

ど
の
見
直
し
に
伴
い
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
地
震

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
包
括
し
た
、
新
た

な
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま

す
。�

（
２
６
５
万
円
）

○�

登
下
校
時
の
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
通
学
路
を
中
心
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
ま
す
。�

（
１
１
４
万
円
）

４

○�

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
着
実
な

推
進
に
向
け
て
、
歴
史
的
な
町
並
み
を

維
持
し
な
が
ら
周
囲
と
調
和
す
る
修
景

整
備
を
支
援
し
ま
す
。

�

（
４
，
４
１
０
万
円
）

○�

本
町
に
適
し
た
公
共
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
運
行

計
画
に
基
づ
き
、
町
内
を
２
台
で
循
環

す
る
実
証
運
行
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。�

（
３
，
５
３
９
万
円
）

○�

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
、
安
心
を
維

持
す
る
た
め
、
危
険
性
の
高
い
空
家
に

つ
い
て
、
所
有
者
が
解
体
や
撤
去
の
た

め
に
行
う
工
事
に
対
し
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。�

（
３
１
万
円
）

○�

空
家
を
解
消
し
有
効
に
活
用
で
き
る
住

宅
ス
ト
ッ
ク
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定

住
や
転
入
を
促
進
す
る
た
め
、
空
家
を

居
住
な
ど
の
た
め
に
改
修
す
る
場
合
の

改
修
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
ま

た
、
本
事
業
を
利
用
す
る
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
は
、
補
助
金
の
加
算
を
行
い

ま
す
。�

（
２
１
０
万
円
）

○�

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
事
業
進
捗

に
あ
わ
せ
、
都
市
計
画
道
路
法
隆
寺
線

の
本
線
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

�

（
３
，
０
０
３
万
円
）

○�
い
か
る
が
溜
池
に
お
い
て
、
水
辺
を
生

か
し
た
親
水
性
や
新
緑
性
を
高
め
た
散

策
ル
ー
ト
や
公
園
整
備
を
、
引
き
続
き

県
営
事
業
と
し
て
す
す
め
ま
す
。

�
（
２
，
５
７
１
万
円
）

３

修景整備支援により、法隆寺など
と一体となった歴史的な町並みの
保全につとめます。

いかるが溜池。
平成29年度では、公園施設の整備
などをすすめます。

「くりかえし使ってくれてありがとう
き（陶器）市」のようす。
ごみを減らす取り組みをすすめます。

平成29年度　予算

安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

― 

生
活
環
境
の
整
備 

―

潤
い
の
あ
る

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

― 
都
市
環
境
の
整
備 

―
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○�

滞
在
型
観
光
、
ま
ち
あ
る
き
観
光
へ
の

転
換
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
は

か
る
た
め
、
ま
ち
あ
る
き
拠
点
用
地
の

購
入
を
す
す
め
る
ほ
か
、
聖
徳
太
子

１
４
０
０
年
御
遠
忌
に
向
け
、
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
広
場
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

�

（
１
億
９
９
０
万
円
）

○�

歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
創
業
を
促
進

す
る
た
め
、
創
業
や
新
規
事
業
所
の
開

設
を
支
援
す
る
補
助
制
度
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、創
業
支
援
員
に
よ
る
相
談
、

創
業
支
援
の
た
め
の
拠
点
整
備
な
ど
を

行
い
、観
光
振
興
と
地
域
経
済
の
発
展
、

雇
用
の
創
出
を
は
か
り
ま
す
。

�

（
８
６
８
万
円
）

○�

安
全
で
快
適
な
ま
ち
あ
る
き
観
光
の
実

現
に
つ
な
げ
る
た
め
、
観
光
サ
イ
ン
配

置
計
画
に
基
づ
き
、
観
光
案
内
サ
イ
ン

の
設
置
を
す
す
め
ま
す
。

�

（
６
０
０
万
円
）

○�

農
業
の
担
い
手
に
集
中
す
る
水
路
・
農

道
な
ど
の
管
理
を
地
域
で
支
え
、
農
地

集
積
を
後
押
し
す
る
た
め
、
多
面
的
機

能
を
支
え
る
共
同
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
は

か
る
共
同
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

�

（
６
５
０
万
円
）

○�

農
業
基
盤
の
総
合
的
な
整
備
を
す
す
め

る
た
め
、
農
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

�
（
２
，
４
８
２
万
円
）

５

○�

地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
成
す
る
た
め
、
自
治

会
な
ど
が
行
う
地
域
集
会
所
の
整
備
な

ど
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。�

（
２
，
０
０
９
万
円
）

○�

住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
活
動
提
案
事
業
補

助
金
」
に
よ
る
住
民
活
動
団
体
へ
の
支

援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

�

（
１
６
５
万
円
）

○�

町
制
70
周
年
・
い
か
る
が
ホ
ー
ル
開
館

20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
宗
次
郎
に

よ
る
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
、
相
川
七

瀬
に
よ
る
古
代
舞（
米
）コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。�

（
７
９
３
万
円
）

○�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設

置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か

ら
、
証
明
書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
運
用
を
行
い
ま
す
。

�
（
５
３
２
万
円
）

６

　

日
本
赤
十
字
社
が
行
っ
て
い
る
、
東
日

本
大
震
災
・
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
の

義
援
金
に
つ
い
て
は
、
受
け
付
け
期
間
が

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
み
な
さ
ん

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

当町で受付した義援金の送金状況
【平成29年３月８日現在】

●東日本大震災義援金
　日本赤十字社
　　奈良県支部あて

　13,556,571円
　岩手県大槌町あて

　5,882,656円

●平成28年
　熊本地震災害義援金
　日本赤十字社
　　奈良県支部あて

　1,244,761円
　熊本県益城町あて

　132,404円

１週間連続で町を盛り上げる、
いかるがWeeeeeK

7月に開設した住民活動センター。
住民活動団体の活動を支えます。

平成24年度　予算平成29年度　予算

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

― 
産
業
・
観
光
の
振
興 

―

と
も
に
築
く

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

― 

地
域
自
治
の
強
化 

―

東
日
本
大
震
災
・

平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害

義
援
金
の
受
付
期
間
を

延
長
し
ま
し
た


